
議題4について

事務局及び日赤から、供血者からの遡及調査の進捗状況、血液製剤に関する

報告事項、献血件数及びHIV抗 体・核酸増幅検査陽性件数について説明後、下
記のような意見が出された。

(血液製剤に関する報告事項関係)

○ 供血後に何らかの感染症を発症した場合に、血液センター又は医療機関に自分は

献血をしたということをお伝え願えると、発症する前に投与された患者さんを特定で

き、また、新鮮凍結血漿は6か 月の貯留保管をやつているので、医療機関に供給さ
れる前に回収することができるということで、今回の A型肝炎の事例のように非常に
まれな疾患に関しては、供血した後に何らかの異変があった場合に血液センターに

連絡をくれるというのが輸血による感染を防ぐ一つの道だと思う。

議題5及 び6にっいて

(XMRVに 関する文献報告関係 )
岡田委員から、「XMR∨ に関する文献報告」について報告後、XMRVについ
ては、現時点では、血液事業という観点から緊急的な対応は必要ないが、引き続
き情報収集を行つて、新たな知見等が得られれば、この場で報告していただき、対
応を検討することとされた。

(日 本赤十字社血液事業本部組織の変更関係 )

日赤から、「日本赤十字社血液事業本部組織の変更」について報告があり、下

記のような意見が出された。

○ 血漿分画部門にっいても、執行体制としては血液事業本部が統括すると理解して
いるが、完全に掌握して体制を強化するという意味で、血漿分画部門についても血

液事業本部が全面的に経営し、責任もとれる体制へ移行していただきたい。

(フィブリノゲン関係 )

事務局から、フィブリノゲン製剤及び血液凝固因子製剤に関する公表等につい

て報告がなされた。

感染症定期報告に関する今後の対応について   平成16年度第5回
運営委員会確認事項

(平成16年 9月 17日 )

¬ 基本的な方針

運営委員会に報告する資料においては、

(1)文献報告は、同一報告に由来するものの重複を廃した一覧表を作成すること。

(2)8月 の運営委員会において、国内の輸血及び血漿分画製剤の使用した個別症例の

感染症発生報告は、定期的にまとめた「感染症報告事例のまとめ」を運営委員会に提

出する取り扱いとされた。これにより、感染症定期報告に添付される過去の感染症発
生症例報告よりも、直近の「感染症報告事例のまとめ」を主として利用することとするこ

と。

2具体的な方法

(1)感染症定期報告の内容は、原貝J、 すべて運営委員会委員に送付することとするが、
次の資料概要を作成し、委員の資料の確認を効率的かつ効果的に行うことができるよ
うにする。

①研究報告は、同一文献による重複を廃した別紙のような形式め一覧表を作成し、  _
当該一覧表に代表的なものの報告様式 6り紙様式第2)及び該当文献を添付した
「資料概要A」を事務局が作成し、送付する。          |
② 感染症発生症例報告のうち、発現国が「外国」の血漿分画製剤の使用による症例 

‐

は、同一製品毎に報告期間を代表する感染症発生症例一覧傷り紙様式第4)をま
とめた「資料概要B」を事務局が作成し、送付する。

③ 感染症発生症例報告のうち、発現国が「国内」の輸血による症例及び血漿分画製

剤の生星によう感染症症例については、「感染症報告事例のまとめ」を提出するこ
こととする。ただし、運営委員

会委員から特段の議論が必要との指摘がなされたものについては、別途事務局が

資料を作成する。

(2)発現国が「外国」の感染症発生症例報告については、国内で使用しているロットと関

係がないもの、使用時期が相当程度古いもの、因果関係についての詳細情報の入手
が困難であるものが多く、必ずしも緊急性が高くないと考えられるものも少なくない。ま
た、国内症例に比べて個別症例を分析・評価することが難しいものが多いため、堅急
性があると考えられるものを除き、その安全対策への利用については、引き続き、検討
を行う。                                  |
(3)資料概要A及びBについては、平成16年 9月 の運営委員会から試験的に作成し、以
後「感染症的報告について(目 次)」資料は廃止することとする。

以 上
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感染症定期報告概要

(平成 22年 8月 11日 )

平成 22年 3月 1日 受理分以降

A 研究報告概要
B 個別症例報告概要
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感染症定期報告の報告状況(2010/3/1～ 2010/5/31)
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sAghepaJJs 8 su・ face anJgcn)に 陽性を示した供血者とHBV
Bv「us)感 染者とのHBVgenOtypeを 比較するため、HBs

Ag陽性供血者の遺伝子型を決定した。2006年 10月 -2007年 9月 の
日本人供血者のデータは日本赤十字社から提供を受け、1887例
についてHBVの主な6genowpes(A― F)を FttSA(enzymeJhkOd
mmunosorbeⅢ  assay)法 によって決定した。H8sAg陽性ドナーにつ
て`H8Vコ ア抗原に対するIgM抗体の有無の確認を行つた。供血
者と患者間で示されたHBVgonOtype分 布における有意差はC/B遺
伝子型比で認められ、この比率は供血者で低く(20-39)、 患者で
つた(53-182)。 また、genotypeBの 比率は10歳代の 138%か

A 研究報告概要

一覧表 (感染症種類毎 )

感染症毎の主要研究報告概要
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絲1踏災蠅警朝憮錯■:VgOn°″"A帷犠的

型肝炎ウイルス (HEV)の genOtype3は 日本においては不顕性感
とされているが、重篤な肝炎を発症した国内8症例について、強

言溌臨 器3鸞撲T難翻議罵駆記劉:
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研究報告のまとめ方について

1 平成 22年 3月 ¬日以降に報告された感染症定期報告に含まれ
る研究報告 (論文等)について、重複している分を除いた報告概要
一覧表を作成した。

2 -覧 表においては、

降の研究報告について、

内容を添付した。

前回の運営委員会において報告したもの以

一覧表の後に当該感染症の主要研究報告の

多じミヨ
=

2A‐ S02103).
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血対
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受理 日 番号 感染症 (PT 概要

吉果であった。              ~~:「
~ ‐
「
‐
I

====卜 =====〓 ======================

番号 感染症(PT 概要

熱ウイルス血症の割合について調査が行われ返調査漸三凛
藝j鳳需翔 攣咄嵩λ朧 21魂育

Ooogle News

組腺:メ品t警塾贈爆鯨漱綸窯R全 ,帰濡F植剖こ
トーヒト感染が報じられた。11月 にUMMc

慧事(凝製漢塞性蹴あ毀晰懲駆現う縮『窯
林)であり、CDCは 1例に8Jarnutha mandH‖ a百 sを語認した。

~1

雀層表基躍 鷲輪術お惑聴
`轟

嘉彪奮鑑
繁等房欲 :握rて

珍し《
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年の発見後、色

鶴 t準醗]暴鷺雛輌響謂思lttg錫
鷲冨繁駄i舘齢曇R織、管躍T躍燿壼)
慕雉ぢ薇 嵯援 、年哭漉 ケ)ι吾療雫

難 pttH↑級うワ雰量螺 嚇 占EF曇

ξ轟誦県ittilttξtti斎県i董言
馨撃暴撃督ξ喜巽覆お暑蹴 £鷲1鷺Fr
F以■筆に血小極検体をサンプリングし、好気性および簾気性

雪羅マ瞬嚇鍮輛制驚機,`絆

AABB Annual
Meeting and

TXPO:2009
24-27:

OHeans
ransfusion

49 suppl.
‐030G)

13065

2009
Novembё r

稀貯樺l螺諸#蹴慇協i瓶認凡:蘊靡
reactル olR)であったサンプルは再検査が行われ、再度陽

きである。

こ報告されたTTB

2009
18

2010/4/27 デング熱

デング熱

ベヽシア症

言霧驚職難:維継饗[肇蘇
ぞ魔告仁鷲

`蠍

驚蹴阜轟卯』聾』辮霧潔
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クラミジア

Inf6ction,
s and

,
1240-124フ

: 16s rRNA遺伝子配夕1の相同性がほぼ一致し、また、現在
いるクラミドフィマ属の株とは異なるが、同属であることが示され
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菌感染 52-215フ : 率71")、 臨床的に重大な細菌の汚染件数は4件(0016,,で ぁっ
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ヤウイルス
感染
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日本感染症学
チクングニ
ヤウイルス

第58回 東 日

地方会 200)
感染 124041 (2009
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番号 1感染症 (PT

Emerging

ノビア出 ase 2009:

熱 15: 1526-1528

September

:児7)難熙謝誘≒お響:宝 l瀞ど距嬌湯鶴寒
禦1■赫認F脇嚇駅僻鼻繁毅1躍易鑑ξ

lII要

する。

の本院時寄生虫値の中央値は1387paraste/Jであり、全例が血

Fa●gue Syndrome)思 者の血液細胞に感染性レトロウ
,/I,ZXRMV(xonotropic murine leukomia virus-rolated virus)t&
た。CFSは 原因不明の衰弱していく疾患で、世界中で フヽ00万

受理日 番号 感染症(PT) 出典

DC FluView
2010

インフルェ
ンザ

日本ウイソレス

2010/4/23 インフ,レエ
ンザ

会第57回 学

術集会 IP074

型インフ
2010/4/ ルエンザ

(HlNl)

概要

製剤(IVIG)に c● sdcJ swhelnluenza A(Hl Nl)● rusお よび

れぞれ8倍、64倍と認められ、日本において、ある程度の率で

13ノdlへ )を検討している。

血対
ID

ding」 anuar′

2010 明らかではなく、ヒト‐ヒト感染を疑う
・
IE拠は認められていな:1:

颯鼈 :l諏珊譲ilJ易醐勒
n肇が3部隼名名1罫彗羅摯儡 事倉」
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鮮翻雌穆鎌躊∫
聖器織 扇ゝ手電ザだt71恐Fは検

出されなからた事実も

tter#38

Oct 23 Sup口たrs and r,」。nJ可 1僣 nCesぉ ょび各国規制機関

子在すると躍逮 ■埋
・
rusに反応する抗体を保有するドナー

1｀

言:三菱::::::::::::::::::::::::::::

]|:]予覇』ll螺銹 れを
』蠣聯iせ鱗鼈 ::鶴藤:

轡轟戴郡嶺撃豫

マラリアの判断基準により7人 は重症であった。入院時の
Rトロ。W,SI奇 生虫血症は呼吸困難の独立した決定因子であり、入

層霧?層隆ち孫融Fヤ僕篤稽ζ設皇駐ごじイ瑠l異占F数
と

l QI`95″信頼区間、0266%)であった。Pkぃ owは oは 広範囲の疾病
を引き起こすが、多くの場合合併症伴わず、治療に速やかに反応
^約 10人に1人が死亡を伴う合併症となる。
三三三ヨ
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響司場魂躍1認禦轟鶴口 :ヾ沼酬咤
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pone 00085事 料すべてにおいてβ―グロプリン遺伝子は1曽信されたが:XM員 |
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華言Ξ
=董
三::Ξ EE::二 言E:妻 :三 EIE:言 ::言言

日本■液センターは献血後にインフルエンザAバンデミック
Nl)2009感染の可能性のある血液製剤につき、NAT(huda。

ging

新型インフ fectious
20101 箸λl塩桑も;綴了新姦

`ァ

樅 霧範担冨幹異!'1:
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(3フ %)であった。細胞1音養の結果、患者由来のXMRVは 感染性が
ソ、ウイイ́スのfIB胞を介したおよび無細胞性感染のいずれも可
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新出文献
No

血対
:D

受理 日 番号 感染症 概要

てヽも、実際に変異ウィルスが非常に低い頻度で流行している
かを判断するために更なる軽度の症例数が必要である。

::::|:::::::::::::::::::::::::::
10月 21日 、農林水産省は大阪府の養豚農場のブタから分

されたウイルスが新型インフルエンザであることを発表し、当該

受理 日 番号 感染症

クロイツフエ
ルト'ヤコプ
病

出 奥

41E6175

概要

1重 EE二 重≡重こ:Ξ ΞttΞ  Ξ Ξ三:三 :三 Ξ三:三 ヨ三:::菫 ::≡
魚類におけるTSE(transmに ζbに s,On」 form encephattpathes)発
二ついての知見を得るため、」にhead sea beam(sparus aura● :

ロッパヘダイ】こBSE感染ウシもしくはスクレイビー感染ヒツジ
|モジネートを経口投与した。魚に臨床症状は現れなかつたが、
投与2年後、魚の脳は神経変性の徴候と抗タイPrP抗体に陽性を
す沈着物の蓄積が認められた。非感染動物由来の脳を投与さ

亀磁霞難露た判 う騨為避翻 蹴ふ聾
現れ、アミロイド様成分と一致した。公衆衛生上の潜在的なリスク
の懸念が高まる。

ptton protan)が 産生されているかを調査し、また、健常ウシ (グ
ルニプ8)と 陽性頻度を比較した。グループAは 6SEを 発症したウシ
の仔181頭、グループBは 2001-2006年 にBSE症例のないスイスの
健常ウシ240頭 で成つている。すべての血漿はA‖ con P百。Trapを用

新

N6:

新型インフ
ルエンザ
(HlNl)

新型インフ
ルエンザ
(HlNl)

新型インフ

ルエンザ
(HlNl)

2010,15(9):

=19498

林水産省

型インフルエ

ンザに関する
報道発表資料

2009-2010年のノルウエィにおいて、2009バンデミックインフルエン
ザA(HlNl)ウイルスのha6mag」 uinh HAlに変異のある0222Gは
死亡および重篤症例に頻繁に認められたが、中程度の症例では
事実上認められなかった。この差異は統計的に有意であり、本結

鷲∬欝瓶肥]認習騨勁就政漁
ける変異の特定を行つた最初の報告である。一方、非重篤症例に

・一一一一一一や一一一 一一一̈

一̈一一̈

一
一
一
¨
¨
¨
一
¨
一

一一一̈
一̈

■̈::::言 :::::::::::::::::言 :言 ::::::::
Z,f 7.1:ht\(, BSE (bovine spongiform encephalopathy)t*ti
t=l')AE (, )t-:JNl=, &fif Prpres (Drotease-resistant

農場に対し、臨床検査および遺伝子検査により異常がないことを
確認するまで飼育ブタの移動を自粛するよう要請した。(独 )晨研

2009 0ctober
21

機構動物衛生研究所がHおよびN亜型検査 (遺伝子解析)を実施
した結果、本ウイルスはHlNl亜型であり、新型インフルエンザと同
一である事を確認した。

た。勧告(Rccommenda● On)の 内容は、
代要員の教育

供血者の適合性
供血延期:使用可能なデータは、バンデミック(HlNl)2009イ ンフ

Tlerheikd 151

29(5)625-31:
Octob6r

33二 436
て`評価され、PrPresの 生前検査が行われた。仔181頭中
29(161%)は 血漿中PrPres陽性であり、母ウシが8SEを発症する1
年以内前に生まれた仔は、母ウシ発症の1年以上前に生まれた仔
り、PrprOs陽 性血漿の頻度は顕著に高く、健常ウシでは240頭 中
10(42%)で あった。PrPresは ウシ血液中に検出可能であり、健常
シ群よりBSE発症ウシの仔により高頻度に検出された。

日本 C」 Dサーベイランス委員会 (CJD Survd‖ ancc Comm ttee)に重子慧霞馨儡 gttξ
f彗碧た寝盟讐難Zttλ4執塚ま「

2010/5/2

2010/5/27

201o/6/2

FDA/CBER
Cuidance for

lndustry

2009
November

Canadian
2009

Genes.

の利用なく解熱し、無症状となつてから少なくとも24時間の供血延
期をすること。使用可能なデータは、バンデミック(HlNl)2009ウイ
ルスに対する生もしくは不活化インフルエンザワクチンを接種した
後、もしくは、予防目的で抗ウイルス薬であるオセルタミビルおよび
ザナミビルを使用した後の供血延期を求めていない。しかし、パン
デミック(HlNl)2009イ ンフルエンザ感染又は疑いのために抗ウイ
ス薬を服用した供血者は上述と同様少なくとも24時間の供血延
期をすること。血液製剤の管理 :供血後48時間以内にバンデミック
lNl)2009の 感染又は疑いがある、もしくは、インフルエンザ様症
を呈したという供血後の情報を受けた際には、メディカルドクター
SOP(標準操作手順書 )に従い供血製品の安全性を評価するこ
。なお、この勧告は、全血液および輸血に適用される血液成分に

供血者は供血 日に健康であることを確保するため、パンデミック
INl)2009インフルエンザ感染又は疑いのある供血者は、解熱斉1

となつた妊婦では、ウイルスと戦い、体がワクチンに反応する助け
となる、特定の抗体が低値である事を発見した。lCUで治療中のブ
タインフルエンザ感染患者すべての抗体レベルを個々のサプタイ

=====ミ
ここ
===ミ ==========≡ ===三 ======

14

～
。本試験において、sC」 D発症後に手術を受けたsCJD患者
5%は sc」 D発症後に手術(08%が rin神経外科処置および19%

I踏緯構 騎裟霧[窮蕪短響鰤ま瓢
を介したプリオン伝播の可能性を除外できないことを示唆してい

三≡≡姜:|ヨ :ミ ≡菫≡三ヨ三≡≡≡Ξ≡Ξ≡三::二 ≡:ミ ≡≡ヨ≡ヨ:
米国AABBの TTD(Transf」 s on Transmitted Dヽ eases)COmmittee
がAABBの Board of Dレ ectorへ提出したTSE(Transm、 dbb

鎖訊。蹴聖棚32観せた1棚蹴カテ里響
銚甦獣蕊斃翌巴論臨ξ継豫|』棚 l
騨婿う亀糧称虜ぜ昌棚臨認識た■
たヽV912生キFし存iオ三中`や空漿分画製斉|を撃,さ 4た,煮

Oatober こ、vC」Dプリオンが検出されたが、この患者もvCJDの 兆候はな

盆義胡躍瘍蹴 暑塀辟F騎孵鷺署翼攀
で発表したが、最大推定リスクは1/12,000の ままであ

′、米国患者のり不クは「極めて低いJとしている。しかし、Mvも しく
型である無症候患者から病原性プリオンが検出され

三F← から、非MM遺伝子型患者にvC」D症状が現れるか、非MM

湯摂承稗電月岩
C」 Dプリオンの感染キャリアーとなるかについて

絡酬ぽ護尋撃灘愚富愚絋 鼈 ヽ

漁饉鮮平
ッスク因子であることが示された事はなく、本試験も同様の結果 t・

勇た羹華華片勇華華輩
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異型クロイ
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15(39)
プまで調べた結果、lgG2の レベルが1氏値であつた。妊娠女性につ
いてのみ調べた結果であるが、このlgG2欠損が、ほとんどの人は
インフルエンザ症状のみで治癒するが少数9nlは危篤となる理由が

=彰 ===
ンフルエンザH5Nlウ イルスの感染者における組織分布およ

ヤコプ病
ェリレト・

釧趾甥11箋臨配員1縫慇曇詔需
‐

列駿酬鶴習翌黙鼠蓼驚菖鮒F舗ぁ詭魔
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受理 日 番号 感染症 (PT)

型クロイ Weekly
16(10)

ヤコプ病 O March 12

異型クロイ HaemOph‖ a
2010,1-9

ツフエフレト・
ヤコプ病

躍鐸勤騒税駅集翻赫鳳禦乱
=よ

プリオン病の新しい形状を報告した。この新しいプリオン病は脳動

雅雉 装、ry月期朝慇繊姦M、い,

`「

地吾島な誘麗躍躊 罫鼻う籠編捉
れたプリオン蛋自プラークが蓄積されていた。

ヨ三:三 菱≡言:三 :≡ Ξ:重 三Ξ三:Ξ :三 三ヨ:::三 ::Ξ :
英国において、vC」D(vahant Creutzfddt Jakob dscase)の リスク

、1考ぇられるが、神経症状を呈しない血友病患者17例 (罰
検11例および生検フ例)につき、疾病と関連のある

概要

かつたが、プリオン蛋自のコドン129番 目がヘテロ型(ヌ■牙三ジ/′
ノン)であり、vC」 D感染ドナーからの供血を含む (も しくは不明な)
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異型クロイ
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::::舅 :::言 :::::::::::::::::::::::
感染性プリオンタンパクの除去を目的とした孔径 15nmの ウイルス
去フィルターの評価を行った。フィルター濾過前にアンチトロンピ
ンサンプルに異なる二つの方法で調整されたプリオンサンプルを

Ava‖ ab10
イヾクした。動物を用いた′ヽイオアッセィによるLRF(bg

1-3 出 社U】tぶ忌電腎難配輝£‖鴻誘記1艦鱈きだサ

め]饉膳動ξ賠畿裂I事糠;絆

`縄
:酪讚 ξ狙わ藩棄移

あるとの結論を提示している。

議が萎ittξ言轟蹂1護蕪員菱i:::

うつた。

韮六萎萎:萎萎萎霊

ェルト・

婆躍蹟築ぜじぜ鰈M.クの醜側こついて
年、米国承認pdFV‖製品を投与された血友病Aおよびvon
患者にvC」Dが発病するリスクに関して疑間が提起さ

ている。
リスク評価の結果、FDA、 CDCおよびNIHも 含めて米国PHS
PUЫ t HC,にh Service)は 、米国承認pdPv7111製品を投与された血友

笙簾協盤黎轟層i撃
=識
褒λ畠禁課讐陽

くはより小さい可能性が最も考えられる。

警罪窒雙讐首」:奮ヨξ奨翼言『釘里1重 :E重三三:
2008年 6月 、30代男性が13ヵ 月に亘る人格変化、進行性不安定お
よび知熊低下にて入院し、2009年 1月 に死亡した。病歴において輸
血および他人からの臓器移植を受けていなかった。、患者PRNP

野眼:実写雲獅堪

“

晃:晴長;鸞臨鰍:敬
診断は、臨床症状と進行、MRI所見、他の診断を排除し

た結果なされ、また、孤発性C」 Dは不適当と判断された。ヒトPRNP
のコドン129における多型がプリオン病の大きな感受性因子となっ
ており、これまでのvC」 Dでは全症例がメチオニンホモ接合体で

ヤコプ病

Lanoet 2009;

374i 2128-
2128
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英国o」Dサーベイランスユニットの月間統計によると、2010年 1月 〔

珈覇猾靭現霧脅鰐馨
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